
１. 序

(１) はじめに

本論文の目的は, 20世紀転換期アメリカ合衆国 (以下,

アメリカ) において, 障害のある子どもや成人を病院や施

設に収容して保護する入所型施設, いわゆる院内保護の最

終段階として完結するてんかん者施設に関する歴史的研究

の序説として, 研究が必要な理由と成果の見通し, 研究の

観点と方法, 資料, 対象国としてのアメリカ, 今後の研究

の構想の妥当性等について検討することである｡

最初に, てんかん者施設史研究の必要性とその研究の現

状について述べる｡ てんかんが病気または症状として認識

されたのは古く紀元前からあったことは, 医聖・ヒポクラ

テス (Hippocrates [英語] c. 460 BC－c. 370 BC) が

｢聖なる病｣ として命名したことに象徴される｡ しかし,

てんかん者の処遇が医療の対象だけでなく, 社会制度とし

て課題になったのは近代になってからであり, 1863年のド

イツのヴェストファーレン州ビーレフェルトに創設された

ベテルの施設をてんかん専門施設の初例とする｡ しかし近

代における障害児 (者) 施設あるいは学校の歴史的研究の

なかで, てんかん者施設史は最も立ち後れた研究対象の一

つであった｡

しかし, てんかんに関連する歴史的研究が空白であった

かといえば, 必ずしもそうではない｡ むしろ, 少数ながら

もある程度, 関心を示されてきたテーマであったといえる

だろう１) ｡ てんかん史に関連する学術書が, 近年, 連続し

て刊行されている｡ また, 2009年がてんかん研究専門誌

Epilepsia刊行百年目に当たったのを記念したHermann

(2010) の論文があり, てんかん者施設を含む障害者の医
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療・福祉・教育施設に関するWebサイト, Asylum Proje

ctsもある２) ｡ しかし後述するように, これらの研究のテー

マは, てんかん者施設の優生学運動との関連が中心となっ

ている｡ 本論文で提起しているてんかん者施設の創設から

衰退までという施設史研究というテーマに限定すれば, そ

の研究は空白に近いといってよいだろう｡ そして通史的研

究が空白であることの理由もまた, これまで問われること

はなかったのである｡

(２) 先行研究の整理

てんかん施設史を含むてんかん史研究にはいくつかの類

型があり, 疾病史, 治療法史, 施設史に分けることができ

る｡ 最も一般的な研究はTemkin (1945；1971) の古代以

降の世界史的な通史的研究であり, テムキン (1989；1991；

2001) は, 1945年版の邦訳とその改訂の簡約版である｡

Friedlander (2001) の研究は近代医学から20世紀初頭ま

でを扱っている｡ Eadie and Bladin (2001) の研究は,

ヒポクラテス以降のてんかんに関する医学的理解に関する

歴史的研究である｡ Scott (1993) は医学的なてんかんの

治療法に焦点を当てており, Friedlander (2000) は治療

のなかでも薬剤Bromide治療の盛衰を検討している｡ La-

Plante (1993) の研究は, てんかんのなかでも側頭葉て

んかんという難治性の特定病態に関する歴史的研究である｡

人物研究も, てんかん (者) に関する歴史的の一つのカ

テゴリーである｡ Dasheiff (1994), Fine, Fine and Sen

tz (1994) およびFine, Fine, Sentz and Soria (1995)

の研究は, アメリカの代表的なてんかん者施設で国内同種

施設のモデルとなったニューヨーク州立クレイグ施設の初

代院長, W.P. スプラトリング (William Phillip Spratli

ng 1863-1915) らの再評価を試みた研究 (Dasheiff [1994]；

Fineら [1994]) と20世紀転換期のクレイグ施設の創設・

運営に直接関与した人物群に関する研究 (Fineら [1995])

である｡ Goodkin (2007) の研究は, アメリカてんかん協

会 (American Epilepsy Society: AES) の創設者を検討

しようとしている意味では人物研究であるが, 学術団体の

結成に関連したてんかん史研究といえる｡ Goldensohnら

(1997) の研究は, AESの50年史である｡ Lipson, Montes

and Devinsky (2002) は, 1880-1920年の"Alienist and

Neurologist"誌におけるてんかん情報を分析している

(Lipson, Montes and Devinsky [2002])｡

しかし, 本研究の意図に最も近い先行研究として, Loof-

bourrow (2008), Brown and Besag (2008), Nevins

(2009), 谷中邦明 (2002) の研究がある｡ Brown and

Besagは, 精神医療の観点からてんかん者施設の創設・発

展・衰退の過程を敷衍したうえで, 現代的理念から改めて

入所施設の必要性について検討した短編である｡ Nevins

は, ニュージャージー州の1888年に創設された私立バイン

ランド精神薄弱者施設と, 1898年に創設された州立てんか

ん者施設を, 創設から優生学時代までの期間について比較

検討している｡

Loofbourrowと谷中の研究は, 一次史料を利用した研

究である｡ Loofbourrowは, インディアナ州立てんかん

者ビレッジの約半世紀にわたる歴史をほぼ二つの時期に区

分して, その変遷を追究している｡ 谷中の研究は1892年に

ペンシルベニア州に開設された教会系のセント・クレメン

トてんかん病院の創設から1896年のペンシルベニアてんか

ん者病院・コロニー農場への発展過程を検討した研究であ

る｡

Loofbourrowらの四つの研究は, 本格的なてんかん者

施設史研究に先鞭をつけたという意味で重要である｡ これ

らの研究では, 施設の創設・発展・廃止といった歴史的経

過と各時点でのトピックとの関連が中心である｡ しかしな

がら, 本研究が今後具体的に展開しようとする主題は重点

的な内容となっていない｡ すなわち, 施設におけるてんか

ん者の生活実態, てんかん者に対する教育の実施とその効

果および意義, てんかん者に対する社会的位置づけの変化

に関する総合的・横断的検討である｡

単発の研究で参考にすべき論文がある｡ イギリスのてん

かん者医療に25年間従事した医師, Houlder, C.A. (1977)

によるてんかん者施設閉鎖に対する重大な懸念を表明した

小論文は, 現代の運動が施設の役割や処遇を単一の観点と

方向でのみ断定する傾向があるなかで, 施設の歴史的実態

を正確かつ多角的に把握する意義を今後検討するうえで参

考になる研究である｡ また, Lannon (2002) は, てんか

ん者コロニー創設者の意図を肯定的に評価し, その後の展

開と区別している (Lannon [2002])｡

以上のように, てんかん者施設史研究は, てんかん史の

なかでは簡単な通史として総論的に, あるいは優生学運動

との関連のように部分的に検討されただけだった｡ しかし

1990年代になって, Fineらのような本格的なてんかん者

施設史の研究が出てきたが, その数はまだ非常に少ない｡

なお本論文では, 障害 (者) の呼称において, 精神薄弱

等のような歴史的表現を, 必要な範囲で用いるものとする｡

２. てんかんおよびてんかん者の施設史の研究対象として

の意義

(１) てんかん児の改善可能性と社会的位置の変化

１) てんかんにおける改善可能性の変化
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てんかん (者) に関するこれまでの歴史的研究は, 一つ

は, 医療史・治療史の枠内で行われてきた｡ したがって,

その研究の中心は, てんかん発作抑制のための薬剤投与の

試みとその結果が中心的なテーマとなる｡ 患者の病状や状

態の改善という意味では, 医師の施設長の指導のもとでの

食事療法や統制された環境 (たとえば医療的に管理された

施設内での生活や日課) も含まれる｡

これに対して本研究では, てんかん者の症状改善の努力

を, 以上のようなてんかんに対する医療的対処に限定せず,

とりわけ広義の教育的働きかけを含めて, 少なくとも理念

的には統制され, 支援のある環境である施設での生活と,

そのてんかん者にとっての意義とを総合的に究明する研究

を構想する｡ 広義の教育的働きかけとは, てんかん者施設

内では必須事業だった学校教育だけでなく, 農業等への就

労活動, 施設職員やてんかんの居住者との接触や交流によ

る影響・効果までを含む｡ また, 改善とはてんかんの状態

だけでなく, 広く心身状態を範囲とするが, 明白な変化が

なくても症状の悪化の抑止まで含めることにする｡ さらに,

改善の程度と施設や教育の役割が施設外の人々や施設の医

師や教師にどのように評価されたかのかも必要な検討事項

である｡

また, 研究対象としては, てんかん者だけを抽出するこ

となく, その類的状態だった精神病者, とくに精神薄弱者

に対する処遇およびその考え方と比較対照することで, て

んかん者の処遇の独自性と意義をも究明されると考える｡

ところで, Asylum Projectsのような最近の施設史研究

は, 反施設の立場にたって精神病・精神薄弱とともにてん

かんにも関心をもっている｡ その研究では, 施設収容につ

いていえば, てんかん者の状態改善や救済の創設趣旨から

彼らの存在を敵視する優生学的対処まで, 連続的な一貫性

があったとの措定を前提としたうえで検討しているように

思われる｡ しかし歴史的研究としての本論文の立場では,

歴史的時間を逆転させて, 現代の評価基準によって過去を

先験的に判断するような非歴史的な研究手続きは採用しな

い｡ その理由は, 歴史において存在したであろう多元的で

多様な可能性と歴史的結果の過程および理由を明らかにす

ることが歴史的研究の趣旨であること, 現代の価値基準を

最善・最高とする考え方に基づく過去の裁断は, 結局, 優

生学支配の時代と同一の思考・行動様式であり, 類似の過

ちに陥る懸念をもっていることによる｡

２) てんかん者の社会的位置の変化

てんかん者施設史研究で最も重要な解明すべき事項は,

てんかん者の社会的位置とその変化である｡ その理由には

三つある｡ 第一に, てんかん者は, 元来, 精神病者や精神

薄弱者とは異なり, 独立した治療・教育・収容対象ではな

かった｡ アメリカでは19世紀前半になると精神病者は治療

対象となって, 改善可能な病気ではない精神薄弱者が精神

病院から退院となり, そのことが一因となって19世紀中葉

以降に白痴学校が創設され, 後の痴愚級を主な教育対象と

して教育が行われた｡ 精神病者と精神薄弱者の２つのグルー

プから派生したのがてんかん者である｡ てんかん者は, 精

神病院や精神薄弱者施設, 救貧院, 監獄等におかれていた

が, 19世紀末になってから, てんかん者独自の治療法と処

遇の方法が必要であると考えられたために, 精神病者や精

神薄弱者から分離した施設創設が主張されるようになった

のであった｡

そこで, てんかん者施設における創設過程の究明におい

ては, てんかんの医療的・社会的意味が時間的経過のなか

で変化する可能性を考慮しつつ, いかなる社会的背景が施

設設立へと導いたのか, コミュニティ生活から施設生活へ

と社会的位置が変わったのはどのような状態のてんかん者

だったのか, その手続きはいかなるものであったのかを明

らかにすることにより, 創設趣旨を整理することが必要で

あると考える｡

第二に, てんかん者の社会的位置は, 一部の患者に限ら

れたとはいえ, てんかん発作を抑制する顕著な効果がある

薬剤の投与によって, 精神病者・精神薄弱者の類的存在か

ら正常群に移動するという劇的な変化が生じた｡ この現象

は, 19世紀前半に狂気治癒説に基づいて精神病院が治療病

院として創設された時期を除けば, 他に例がない｡ ことに

1910年代以降1930年代までの優生学運動最盛期において,

薬剤等によっててんかん発作が抑制された一部のてんかん

者は, 優生学運動の主たる標的となったメンタル・グルー

プ (精神病者・精神薄弱者・てんかん者) から離脱し, 市

民としてコミュニティで通常の生活を送ることが可能となっ

たのである｡

てんかん者のこの社会的位置の劇的な変化は, 通常の生

活回復という限定的なものではない｡ 治療可能による正常

性の維持・回復と社会的排除＝施設内隔離・拘束からの解

放はもとより重要であるが, 類的存在の間で共通だった社

会的脅威という社会的ラベル＝スティグマが, コミュニティ

生活が可能となった一部のてんかん者からは抹消されるこ

とになるのである｡ このような社会的位置の変化によって,

新たなてんかん者像は形成されていくのであろうか｡

しかしながら同時に, 改善されず, 施設に留まった多く

のてんかん者は類的存在から完全に離脱することができず

に, 中間的位置を保持したままであったことも, 考慮に入
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れておく必要がある｡ その理由はてんかん独特の症状・状

態にあろう｡ てんかんは, てんかん発症前の正常性とその

部分的残存, てんかん発症・進行と精神薄弱・精神病への

近接または精神薄弱・精神病との併存において, 精神病・

精神薄弱との症状・状態における連続性と不連続性があっ

たからである｡

第三に, 一部のてんかん児は, 服薬によっててんかん発

作が軽減あるいは抑止され, それまでの通常のコースであっ

た隔離施設への入所, 施設での医療・保護対象から, 他の

子どもと同じように, 通常のコミュニティに居住し, 自宅

から公立学校に通学する教育対象となり, 社会的位置が昇

格するようになる｡ 大都市の教育当局では特殊教育分野が

学校教育の一分野として確立されるなかで, 医療の改善に

よるてんかんの軽減・抑止とてんかん児の社会的位置の変

化によってどのような対応をしたのかについても検討する

必要がある｡

３) 入所型施設の完結としてのてんかん者施設の破綻

この観点からのまとまった研究は見あたらない｡ 障害児

の入所型施設は, 貧困問題とその改善を基本条件としなが

ら, 時代のニーズと各分野の指導者の新しい理念に従って,

その機能を変えてきた｡ まず聾唖児や盲児においては聾唖

院と盲院という慈善的な教育保護から聾唖学校と盲学校と

いう学校教育へ脱皮するが, 精神病者および精神薄弱者は,

異なる過程を辿る｡ 精神病者では, 保護施設→治療病院→

治療機能の縮小と保護施設の大規模化へと展開する｡ 精神

薄弱者もほぼ同じ図式である｡ 精神薄弱者では, 学校教育

→収容機能の部分的装備→大規模・隔離化である｡ 肢体不

自由児では, 保護施設から治療と教育のための病院附設の

学校へと展開するという独自の展開があった｡

これらの展開のなかでてんかん者施設は, 大規模施設が

開設された時期が社会事業施設体系としては最後の時期で

あり, 機能においては障害者の入所が当事者にも設置主体

にも最善であるとする精神病者と精神薄弱者の処遇にみら

れた考え方を完結するものである｡ しかし同時に, てんか

ん者施設は, 数千人の入所者, 広大な土地と建物, 多数の

従事者, 多様な機能, 隔離という画一的な運営方針によっ

て, 大規模・隔離施設が, 財政的・機能的・理念的に破綻

する段階に位置することになる｡

(２) 研究対象としてのアメリカ合衆国の妥当性

本研究ではアメリカのてんかん者施設を念頭においてい

るのであるが, それには妥当性があるのだろうか｡ 19世紀

末には, すでにドイツのベテル施設やフランスのてんかん

者施設があり, イギリスやデンマークでも精神薄弱者施設

内においててんかん者の保護が具体化に検討されていた｡

これらの動向がアメリカのてんかん者施設創設に影響を与

えたことは, 時期的にも資料的にも明らかである (Drewry

[1896]；Ewart [1892]；Jensen [1899]；Peterson [1887]

；Peterson [1889]；Sellers [1893]；Shanahan [1928])｡

しかしドイツのベテル施設情報は, 各国にとってモデルの

一つとしての位置づけに留まっていた｡

これに対して, アメリカのてんかん者施設には, ベテル

施設史とは異なる, より普遍的な研究上の意義がある｡ ベ

テル施設は, 極言すればベテル施設だけにみられた, より

一般化が困難な特異な社会的・福祉的事象であったといえ

る｡ いいかえれば, 海外からの参観者には印象が強く, 賛

辞が多くても, 他の国では導入が困難な先行例であった｡

アメリカのてんかん者施設は, 巨費を投じて広大な土地に

立地し, 多数の建物を建設する大規模施設を志向している

ために, 教育・福祉モデルとして導入や模倣が困難という

点でベテル施設と類似しているが, その社会的意義という

点では, 以下に述べるように, ベテル施設とは比較になら

ないほどの多義的な意義をもっていたために, 影響力では

ベテル施設とは格段の差があったと考えられる｡

第一は, アメリカでは大規模・隔離という世界で最も体

系的な施設制度をすでに19世紀後半から, 精神病者と精神

薄弱者を対象に展開しており, てんかん者施設はその展開

であったこと, 第二に, てんかん者施設創設の理由が創設

時の人道主義的な根拠から移動した社会の保護論が中心と

なり, 20世紀初頭には優生学運動の有力な支持基盤となる

こと, 第三に, 広義の医療によるてんかんの改善可能説が

てんかん者施設の社会的根拠と相互関連を深めていくこと,

第四に, 入所型施設の成立から展開においてアメリカはそ

の典型であったことである｡ しかも, 入所型施設は, 貧困

問題と関連していたことから州当局が中心的な役割をもっ

ており, 公的社会事業として, きわめて公共性の高い事業

であった｡ 第五に, アメリカのてんかん者施設は, 他の公

的施設と同じように, 事業の理念と成果を示す年次報告の

ような体系的な逐次資料が整備されていることである｡ こ

れらの資料は, 現在, 関係図書館に所蔵, あるいはPDF

版資料として市販されている｡

(３) 研究と分析の視点

１) 創設構想と対象者情報

てんかん者施設は他の障害児 (者) の施設や学校と同様

に, その創設が最初から支持されたわけではなかった｡ 多

額の経費を要する州立施設を創設するには, その趣旨が社
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会や州当局に説得力をもち, 社会的に是認されることが必

要であったから, その理由と背景を正確に把握する必要が

あるし, 創設法案が否認される場合にはその過程と理由を

検討する必要がある｡ いずれの場合でも, 施設入所が想定

された対象者の症状・程度, 入所者の男女別数, 年齢とそ

の変化に関する情報を得る必要がある｡

この創設初期の対象者情報は, 一般に偏っている場合が

多い｡ その理由の一つは, 当初は, 施設側の臨床的・医学

的・教育的経験が浅いために標的とする障害全体の情報が

少ないためである｡ 第二の理由は, 創設構想において, 施

設の創設と維持が目的であるために, 施設設置による効果

がより顕著な状態が強調されるからである｡ すなわち, 教

育・医療・施設収容の効果や経済性が高いこと, あるいは

逆に院外での放置または救済は本人と社会の双方に有害で,

施設収容はそのような問題を解消することが, 一般に強調

される傾向がある｡ これらの情報の偏りは, 逐次的な情報

または関連雑誌等の情報によって補正される必要がある｡

２) 処遇の理念・目的・内容・方法

これらの項目は, 施設の理念・設置目的と機能を知るう

えで必要な情報である｡ 目的はスタッフや医療関係の施設・

設備の整備と密接に関連するので, 当初の構想通りに実行

されるとは限らず, その構想がどのように実施されている

のかをみるには, 薬剤投与等の医療と教育と生活の内容が

実態的に検討される必要がある｡ これらの項目は, 年次報

告には必ず記載される主要事項である｡ 上述したように,

創設当初のほうが医療・生活・教育等の処遇効果が楽観的

であったが, その理由は, 従来の処遇にとってかわる新し

い医療的・教育的処遇の導入が, 施設創設の前提であった

こと, 設置者である州や州議会, あるいは経営責任者であ

る理事会に対する, 運営実務者としての施設長の自己正当

性の証拠でもあったこと, 放置された以前の状態よりも,

施設における統制された環境での処遇のほうが, 何らかの

改善効果を生んだであろうことによる｡ そのような文脈を

考慮して, 本項目は検討する必要がある｡

３) 施設の成果と理念および機能の変化との相互関連

19世紀末においててんかん者施設が創設された時点での

施設目的＝保護と, 類的存在としての精神病者と精神薄弱

者の施設目的＝隔離では, 施設の成果も理念も異なる｡ し

たがって, 施設に要求される機能も異なることになる｡ 一

般に, 施設の成果が当初の予測通りに達成されたか, ある

いは予測以下であったかが明瞭に認識されるようになる創

設後約10年前後に, 楽観的な成果の修正が施設や学校では

行われることが多い｡ このような成果の予測の変更とその

理由も, 年次報告記載の情報によって分かることが多い｡

とくにてんかん者施設における注目すべき事項は, 投薬の

効果が明瞭になった時期の前と後の処遇内容の変化, てん

かんの発症・進行と精神薄弱・精神病への近接または精神

薄弱・精神病との併存, てんかんの進行または改善による

心身の連続性と不連続である｡

４) てんかん者施設間の比較検討による総合的観点

アメリカにおけるてんかん者施設の開設を時間的に整理

したのが, Table１である｡

Table１および補足情報から, 以下のように整理できる｡

アメリカの州立てんかん者施設は, オハイオ州ギャリア郡

の中心地ギャリポリスで1893年11月30日に開業したてんか

ん者病院を初例とする｡ しかし, この最初のてんかん者州

立施設が創設されるまでには, 創設の提案から20年以上を

要している｡ 1868年に州慈善委員会が貧困てんかん者問題

の改善を人道的な処遇＝専門施設創設として問題提起した

が (Clark [1926] 793；Drewry [1896] 121), それが結

実したのは, 1891年の州議会における施設建設資金の支出

可決においてであった｡ オハイオ州立施設の開業する前年

の1892年にはペンシルベニア州で私立施設が開設された｡

それ以降, 州立施設が1894年のニューヨーク州, 1897年の

ミズーリ州, 1898年のマサチューセッツ州, ニュージャー

ジー州と設立されていく｡

1920年代には, てんかん者専門施設がマサチューセッツ

(２施設), ニュージャージー, インディアナ, ミシガン,

オハイオ, ミズーリ, テキサス, キャンザスの各州で, 精

神薄弱者施設にてんかん者専用棟がバージニア, コネチカッ

ト, アイオワ, ミズーリ州で開設されるに至る (Clark

[1926] 797；Shanahan [1928])｡ これらの施設のなかに

は, 小規模な私立施設が含まれている｡ また, 19世紀末の

精神薄弱者施設や精神病院において, てんかんのある入所

者に対する独自なニーズの認識は一般的であったから, 専

用棟が開設されていない場合でも, てんかん者には何らか

の独自の対応をしていたと思われる｡

以上のように, てんかん者施設の創設計画を中心とする

各州における対応を, 可能な限り横断的に検討することが

必要となる｡ また, 横断的な検討という場合, 経営形態の

異なる私立てんかん者施設や類的施設, とくに精神薄弱者

施設との比較検討が必要である｡ とりわけ, てんかん者施

設が創設された時代は, 精神薄弱者施設の大規模・隔離化

の方針が確立しており, 20世紀初頭になると, 精神薄弱者
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は優生学運動の主要な標的となり, 精神薄弱者施設は優生

学志向の施設長により運営されるようになるからである｡

ところで, てんかん者施設は, 同時代の動向と完全に軌

を一にして運営されたのであろうか｡ というのは, すでに

述べたように, てんかん者は精神薄弱者・精神病者と連続

性と不連続性をもっており, また投薬の効果により, 正常

性を回復し, それを維持するてんかん者の場合, 精神薄弱

者と同じ施設における終生拘束や優生断種の対象になった

のかどうかも慎重に検討する必要があるからである｡ さら

に, 投薬の効果によるてんかんの状態像が改善された場合,

公立学校での教育問題とも連動する｡ てんかん者施設にお

ける教育概念の変化とともに, 公立学校でのてんかん児の

扱いについても検討する必要がある｡ 以上のように, てん

かんが精神疾患および精神薄弱との類縁関係にあったてん

かん者の独自性に留意しながら, 精神薄弱者施設史と優生

学史の研究成果も視野に入れておく必要がある｡

５) 類的存在としての精神薄弱等との比較検討

アメリカで障害のある子どもの教育が社会的な課題にな

る場合, 貧困, 改善方法としての教育, 成果の評価とその

社会的根拠, コミュニティまたは施設という生活の場が一

連のサイクルとして展開されてきた｡ 障害児の教育の基本

的な基盤として貧困問題があり, その改善・解決方法とし

て居住や食事の救済 (だけ) ではなく職業教育による自立

が構想される｡ それが成功すると, 教育概念が拡大すると

ともに権利によって担保されるようになり, 社会自立が目

ざされ, 障害者のなかには市民としての地位を獲得し, コ

ミュニティで生活するよう人々も出現する｡ しかし, 予測
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Table１ 1920年代までのアメリカ合衆国におけるてんかん者施設の開設

時期 州および関係機関 内 容

1868 マサチューセッツ州 ベアリィの私立精神薄弱施設で, てんかん治療の試み

1874 ニューヨーク州 州狂気委員会, 州議会にてんかん者病院創設を勧告

1876 オハイオ州慈善委員会 てんかん者の州によるケアを勧告

1882 マサチューセッツ州 ボールドウィンズビルに, 慈善による私立てんかん者施設として９人の患者で開設

1891 オハイオ州

州議会, てんかん者・てんかん性狂人アサイラム建設のために４万ドル支出決定｡ 委員
長Brinkerhoff将軍はこの高貴な慈善の最大の功績者｡ てんかん者のニーズを州当局に
認識させた

11.21, オハイオ州立てんかん者病院, 定礎式

1892 ペンシルベニア州
セント・クレメントてんかん者病院創設｡ 1896年にオークボーンのペンシルベニアてん
かん病院・農業コロニーに発展, ペンシルベニア州セント・クレメントてんかん者病院
と改称

1893 オハイオ州

11.30, アメリカ最初の州立てんかん者病院, ギャリポリスに開設｡ 州内の貧しいてん
かん者対象, 患者用の36棟, 多数の作業所を設置し, できるだけ実際的な職業・教育訓
練の機会用意｡ まもなくより広い土地が購入され, 収容者の雇用機会を拡大, 施設には
必要なすべての野菜と果実等を供給｡ すでに９病棟が完成し, 500人が居住｡ 彼らは,
ケア, 適切な食事療法, 体系的な医療, 改善された衛生的環境, 規則正しい労働と運動
の下で改善｡ そのすべてを彼らは毎日得ている｡ 医療は, 経験ある医師による｡

1896 ニューヨーク州
1.27, ソニアにクレイグ・コロニー開設｡ 1892年の敷地選択法以降の努力｡ 施設の目的
は, 十分な水と健康によい肥沃で広大な土地で, 精神病のてんかんを除外して, 人道的・
治療的・科学的・経済的な処遇とケアを確保することを目的 (学校・教育を含む)｡

1897 ミズーリ州 6, マーシャルに州立精神薄弱者・てんかん者施設を開設, 受け入れ開始

1898 マサチューセッツ州 パーマーに州立マンソンてんかん者病院開設

ニュージャージー州 11.1, スキルマンにてんかん者施設開設

1904 テキサス州 アビリーンに州立てんかん者コロニー開設

1905 インディアナ州 ニューキャッスルに州立てんかん者施設設置, 1907年受け入れ｡

1908 オレゴン州
12.1, セイラムに州立精神薄弱者施設開設｡ 精神薄弱・白痴・てんかん者の訓練・ケア・
保護を目的

1910 バージニア州 マディソン・ハイツに州立てんかん者施設設置, 1911年受け入れ｡

1920
年代
後半

てんかん者専門施設が, マサチューセッツ州 (２), ニュージャージー州, インディアナ州, ミシガン州, オハ
イオ州, ミズーリ州, テキサス州, キャンザス州, 精神薄弱者てんかん棟がバージニア州, コネチカット州,
アイオワ州, ミズーリ州で開設

出典：Clark; Drewry; Friedlander; Letchworth (1900); Letchworth (1901); 中村 (1987); Shanahan; 谷中 (2002)



以上に教育成果が上がらないと, 生活の場はコミュニティ

ではない保護的な施設が設定される｡ 同時に, 非社会的な

いし反社会的な障害特性に関する言説が流布する｡

教育 (治療) 効果と生活の場および社会的位置に関する

以上の説明において, 後半部分は, 精神病と精神薄弱を中

心とするメンタル・グループに関連するものであり, 前半

部分は聾唖や盲を主とする非メンタル・グループで観察さ

れた状況であり, 歴史的にはきわめて対照的な経過を辿っ

たことになる｡ 今後の研究では, 非精神障害群との比較も

念頭にはあるが, てんかんととりわけ類縁関係にある精神

病と精神薄弱との比較を重視する｡ 精神病と精神薄弱との

関係は, つねに前者は後者の前走者であった｡ 治療・教育

の効果が高いとみなされる段階では病院・学校が推進され,

改善可能性が低く社会的な有害性が主張される段階では保

護施設へと転換し, そして優生学運動では主要な標的とな

り, 1930年代になると施設政策破綻におけるコミュニティ

生活が模索されるという展開において, 精神病者はつねに

精神薄弱者の先例であった｡

このような類的関係者の軌跡を背景にして, てんかん者

の場合は, 薬剤の服用による治療効果, 処遇内容, 生活の

場と社会的位置という要素を得て, どのような展開を示す

のであろうか｡ 同時代の精神薄弱者施設に貫徹していた自

給自足とそのための職業訓練, 快適な施設生活という施設

運営の考え方は, てんかん者施設にはどのように適用され

るのか, 創設時に限られた考え方なのかが, 今後追究され

なければならない｡

６) 社会的ラベルの変化

19世紀中葉において, 教育可能とみなされるようになっ

た白痴は保護対象から学校での教育対象となった｡ しかし

彼らの教育成果は, 非メンタル・グループ＝聾唖児・盲児

との比較から貧困問題改善への有効手段とはなりえないと

して失敗と見なされた｡ 聾唖児・盲児では成功した権利と

しての教育論を白痴児に援用したものの, 社会的に認容さ

れなかった｡ そのために白痴の教育の意義は限定され, 同

時に生活の場は, 競争的なコミュニティではなく保護的な

施設が適切とみなされるようになり, その結果, 彼らは二

級市民としての地位を甘受せざるを得なくなる｡ さらに,

優生学運動の進展により, 彼らの社会的存在自体が問題と

なり, 優生断種の主要な対象となる｡ 改善可能性が限定さ

れていたてんかん者は, 抗てんかん剤によって改善への期

待が高まることにより, メンタル・グループから離脱でき

たのであろうか, また, 彼らの社会的脅威性は消失するの

であろうか｡

てんかんに付与された社会的ラベルの点で20世紀半ばに

生まれた新しい現象は, 公立学校におけるてんか児の教育

問題だった｡ そもそもてんかん者の教育は, 施設において

も一貫して重視されていた (Spratling [1903] 62；Clark

[1926] 798；Shanahan [1928])｡ 公立学校でてんかん児

の教育が問題になるのは, 1930年代半ば以降のようであ

る３) ｡ ミシガン州デトロイト公立学校が全米で初めて公立

学校にてんかん児特別学校を設置した1935年以降である｡

同市公立学校では, 1947年６月までに765人のてんかん児

を組織的に教育した (Tenny [1955] 162)｡

公立学校におけるてんかん児の教育は, 単なる教育機会

の拡大ではない｡ 公立学校という一般の社会制度において

教育を享受することに意味があるといえる｡ また, てんか

ん (児) をめぐる社会的位置が, 社会的な排除の対象ない

しは周縁群から正常群に変化する可能性を示している｡ さ

らに重要なことに, これまでの障害児の教育が基本的には

貧困層の問題であったのに対して, てんかん児はより広い

階層に属しており, 貧困層や社会下層に集中しているわけ

ではなかった (Tenny [1955] 164)｡ このことは, 親から

公立学校に対する教育要求が顕在化したことを示唆する｡

また, 学齢期のてんかん児と彼らがおかれた社会的条件が

データによって示されるようになったことも重要である｡

教育形態は, 特別学校 (ミシガン州バトル・クリーク, ロ

サンジェルス) だけでなく, 通常教育 (ニューヨーク, ボ

ルティモア), 家庭教育とさまざまではあったが, てんか

ん児の教育が施設だけでなく, 公立学校制度においても実

施されるようになった (Tenny [1955] 167；Board of E

ducation of the City of New York [1941] 17-20)｡ こ

のことは, てんかん児の教育問題が特殊教育の範疇の一部

に加入するようになったことを意味する｡

７) 資料と検討対象の施設

てんかん者施設の年次報告の意義と入手可能性について

はすでに述べたが, 大規模・隔離からその破綻という経過

を示す典型的施設を選択したうえで, 併せて年次報告の整

備, 資料選択の恣意性の回避, 資料の体系性の確保, 州間

および他障害における比較対象の設定上の理由を考慮する

必要がある｡ その意味で, 検討する対象として妥当なてん

かん者施設とその特徴は, 以下の通りである｡

オハイオ州立てんかん者施設 アメリカ最初の州立てん

かん者施設

ニューヨーク州立クレイグ・コロニー アメリカを代表

するてんかん者コロニー
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セント・クレメントてんかん者病院 アメリカ最初のて

んかん者施設でキリスト教社会事業として開設

イースタン・ペンシルベニ州立てんかん者施設 上記の

同州の私立施設と比較

バージニア・テキサス・ニュージャージーの州立てんか

ん者施設 優生学運動が盛んな州

インディアナ州立てんかん者施設 その他の地域のてん

かん者施設

ミズーリ州立精神薄弱者・てんかん施設 精神薄弱者施

設を兼ねるてんかん者施設

他の障害との比較については, これまで蓄積されてきた

研究成果に基づくこととする｡ 精神薄弱者施設史について

は, Scheerenberger (1983), タイオア・ベル (1988),

トレント (1997) があり, 上記のてんかん者施設を開設し

た州に対応する施設年次報告も, ほぼ収集済みである｡ 精

神病院史については, 脱施設化運動と病院閉鎖の後に盛ん

になった資料保存の一環として, 歴史ある精神病院の歴史

研究文書がつぎつぎと公刊されている｡ 刊行順に代表的な

著作をあげれば, Scull (2005), Geller (2006), Callaway

(2007), Penney and Stastney (2009) がある｡ Scullの

著書にはかつて彼が1981年に, 精神医学は人道主義か抑圧

かを問うた論文が再録されており, Gellerは東海岸諸州の

古い私立精神病院, Callawayはマサチューセッツ州立ウー

スター精神病院, Penney and Stastneyはニューヨーク

州立精神病者保護施設の歴史を主題としている｡

てんかんおよびてんかん者の状況は, 上記のてんかん者

施設の年次報告だけでは把握できない｡ そこで, てんかん

者の救貧施設での処遇が問題となり, その改善・解決が議

論される場として, 全国慈善矯正会議 (NCCC：National

Conference of Charities and Correction：1874年の公

的慈善会議から1884年に改称) があった｡ この会議におい

て, 19世紀末に障害児の教育問題や障害者の処遇問題が,

精神病医およびてんかん者の保護・医療に関心をもつ人々

によって協議されたのである｡ 1890年代はじめに, てんか

ん者の専門施設が念願かなって設立され, 具体的に運営さ

れはじめる1898年５月, 施設長の医師を中心に, 全国てん

かん研究協会 (National Association for the Study of

Epilepsy and the Care and Treatment of Epileptics)

がニューヨークで結成され, 一堂に会して研究発表や討議

することで, 相互に影響しあう場が生まれた｡ いずれの組

織も, 会議録を公刊している｡ これらの資料も利用する｡

３. 結 語

小論は, アメリカのてんかん者施設史研究序説として,

今後の研究を展開する前提として, 先行研究を参照しつつ,

研究上の意義と研究方法を検討した｡ 社会的排除の典型の

一群としてのてんかん者は, 精神薄弱者や精神病者の類的

存在でありながら, その独自のニーズに対応した保護的処

遇が提供されるのが最も遅かった人々である｡ てんかん治

療に効果のある薬剤の開発によって, 状態が改善されたて

んかん者は, 類的存在から離脱し, 通常のコミュニティで

生活することになる｡ その事実が, 施設内に残されたてん

かん者の処遇にも影響を与えたはずである｡ 放置から保護,

そして部分的な解放という劇的な経過を辿ったてんかん者

に対する処遇全体を社会的排除という一元的な論理ですべ

ての障害者処遇を理解することは, 歴史的事実に反するう

えに, てんかん者の社会への参加を促進するうえでの契機

を不明確にすると考える｡ 今後は, 資料と歴史的な状況に

基づいて, アメリカてんかん者施設史研究を具体的に展開

することとしたい｡

付 記

本論文は, 日本学術振興会科学研究費補助金 ｢日本障害児教育

史研究の批判的・総合的検討による教育史像の革新と現代的意義｣

(平成23-26年度基盤 (B), 研究代表者・中村満紀男) の研究成果

の一部である｡

註

１) 研究として公表された文献が少ないことが, てんかん (者)

の歴史的研究に対する関心が乏しいことを意味するとは限らな

い｡ 廃止された多くの精神薄弱者・精神病者・てんかん者の施

設を含めて, 病院・施設関係の写真を含む歴史的情報を一種の

遺産として今後の改善のために保存し, 公表しようとするアメ

リカの全国ならびに地方の運動は, 日本よりもはるかに強力な

ように思われる｡ その一つが, Asylum Projectsである｡ この

ほかに, 州単位・施設単位のローカルなプロジェクトもある｡

２) http://www.asylumprojects.org/index. php?title=Main_

Page

３) 1906年秋に､ オハイオ州クリーブランド公立学校にてんかん

児の特別学校が開設され､ １人の教師のもとで10人前後の生徒

が通学した｡ この学校は､ 小学校の構内の別棟に､ てんかん発

作が他の生徒に与える悪影響を回避するために開設されたが､

てんかん児にとっての意義をも見いだそうとしていた (Graves

[1912])｡ 詳細は､ 別の機会に触れたい｡
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